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存 ･生活 ･教育に及ぼした影響に関する総合的研究｣(研究代表者 ･中村満紀男 ･筑波大)
の研究分担者 (日本担当)として当該テーマの基礎となる日本優生学 (優生運動)史に関











なお ｢大日本優生会｣の関係資料やその歴史的位置 ･役割については,現在刊行中の 『性
と生殖の人権問題資料集成』(不二出版)においても,またその解説 (松原洋子氏)でも
































































台頭を背景に,阿部文夫 (千葉県高等園芸学校講師 ･文学士),市川源三 (東京府立第一
高等女学校教頭),河西駒吉 (東京精華高等女学校教諭),野原茂六 (東京帝大農科大学),
山内繁雄 (東京高等師範学校教授 ･理学博士)の五氏 (五十音順,肩書きは発足当時)が
相談の上発起人となって1917年2月16日に発足した(4'｡ 同年3月には発起人五氏の連名で
｢大日本優生会設立の趣旨｣(末尾<資料 1>参照)を発表して入会募集の呼びかけをおこ
ない,野原によれば ｢忽ち70余名｣が入会を申し込んだという｡ 同年 5月には ｢大日本優
生会規則｣(末尾<資料2>参照)を協定 し, 6月には以下に示すように組織としてマス
コミの知るところとなり公然化していった｡
当時の国民新聞 (1917.6.7付 6面)は,｢結婚改良会が出来た｣ という見出しで,い



























まず ｢設立の趣旨｣では,人間の善悪 ･強弱は ｢教育｣｢境遇｣｢素質｣の三要素が関係
し,｢教育の進歩｣と ｢境遇の改善｣ も必要であるが,｢人間の品種改良｣にとって有力且
つ肝要なのは ｢素質の改良｣であ り,それは結局 ｢結婚の改良｣に帰着するとしている｡
｢結婚の改良｣とは,｢素質の善いものの結婚を奨励 し助成 し,素質の悪いものの結婚を制









つを挙げている｡ そ して毎年 2月26日を優生学の開祖ゴール トンの誕生 日に因んで定時総
会としている｡｢会報｣は,年二回発行 となっている (後述)｡
会の主な特徴は,第-に発起人が,遺伝学者の山内 ･野原 ･阿部 (但 し阿部は心理学専
攻からの転専攻)と女子教育家 (高等女学校教諭)の市川 ･河西 (後に銀行員)で構成さ
れ,医学関係者が入っていないことである｡発起人の内,阿部 と野原は,1915年設立の
｢日本育種学会｣の発起人でもあ り, 2人は常任幹事 として機関誌 ｢日本育種学会会報｣





心 とする優生運動の展開を意図するもので,女子教育実践 (性教育 ･結婚指導)に関係が
深いことである｡
第三に,会名 ･会則で ｢優生｣｢優生学｣を使用 したことである｡ それまでは Eugenics
をそのまま ｢ユーゼニックス｣としたり,｢民種改善学｣｢善種学｣｢優種学｣｢人種改善学｣
｢人種改良学｣など多様な訳語が使われ ｢優生学｣もそのひとつにす ぎなかった｡同会が
































遺伝的観察｣ (6'や ｢天才は良い家計から生れる｣ 7̀'などの論稿を発表 しており,優生学-の
関心の高さを示している｡
会員で今ひとつ注目されるのは,発起人5氏が同会の理事を担ったが,1919年時点で新









｢大 日本優生会々報｣という誌名で1917年12月25日に第 1号,1918年に第 2号,1919年 7
月30日に第3号が発行されたという｡ 現在会報第3号のみ存在が確認できるが,その3号













･優生学の界限に裁て (心理研究) 海野幸徳 25頁
･教育と遺伝 河上 肇 32頁
･貧窮と人種改良 (防貧策の一節) シ ドニ .ウェ ッブ 32頁




よく示 されてお り,会の設立趣旨とも一致 している｡ 市川は, まずC.W.サ リー ビ イ












午 月 日 活 動 内 容











1919年 2.204 - 大日本優生会理事会開催,総会の延期 と会報年2回発行を1回に変更すること
(大正8) を議決○
阿部文夫理事,台北農林学校教授 となり,台湾へ転出o












ll.14 婦女新聞社主催,第3回結婚問題講演会開催 (於 .神田青年会館)
･山内繁雄理事,｢結婚 と悪疾遺伝｣を講演
1920年 2.21 大日本優生会総会開催,4月より毎月講演会を開催すること等を決定○




































｢精虫｣ と ｢卵｣の中に ｢悪疾を代表する遺伝質｣が入っている以上,｢そんな境遇の人は
子孫を造らぬといふことが恐らく人類に対する責任ではあるまいか｡子を生まない事に依っ
て人類に貢献すべきではあるまいか｡｣と述べた｡
第四回では,市川理事が ｢新マルサス主義 (避妊論)｣(正式には ｢ユーゼニックスか新
























に不健康な子供が多 く出来る｣ ように,｢酒｣は恐るべき ｢国民毒｣｢人種毒｣であり,ア




は何かについてわか りやす く講演 している｡
















Q)優生学相談 :近眼は子どもに遺伝 しますか ｢婦女新聞｣第1014号 1919.10,26付
(参優生学相談 :近眼は子どもに遺伝 しますか ｢婦女新聞｣第1015号 1919.ll.2付
(参優生学問答 :丈の低いのは遺伝 しますか ｢婦女新聞｣第1018号 1919.ll.23付
24 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第63号
④優生学問答 :低能は遺伝 しますか ｢婦女新聞｣第1020号 1919.12.7付
⑤優生学問答 :精神病は遺伝 しますか ｢婦女新聞｣第1027号 1920.1.25付
(む優生学問答 :飲酒の癖は遺伝 しますか ｢婦女新聞｣第1028号 1920.2.1付
















企図した際にその発起人に名を連ね,詳述 しないが個々に著書 ･論文で ｢優生学ノ普及発
達｣に健筆をふるっている｡また山内は,1926年に池田林儀が設立 した日本優生運動協会
(機関誌 ｢優生運動｣)の賛助貝にもなっている｡ 斎藤 も,1926年には r遺伝 と人性J(中









阿部文夫 ･市川源三 ･山内繁雄 ･斎藤茂三郎らにおける優生学の受容,優生運動の必要性
の自覚と具体的行動の展開過程,それを支える優生思想の形成 ･発展と特質等を各人物の
生涯を視野に入れながら詳細に解明し,比較検討することである(12)0







































12)阿部文夫については,すでに教育史学会第44回大会 (於 ･埼玉大学,2000年)で発表 した ｢日本
における優生学の障害者教育 ･福祉への影響に関する歴史的研究 (第Ⅱ報)｣において,市川源三







かにもなり弱 くもなるものであります｡然 し三要素中最も有力なものは境遇でも無 く,教























































第 一 億 本会ハ大日本優生会 卜称ス
第 二 億 本会ノ目的ハ優生学二関スル事項ノ調査研究ヲナシ該学ノ趣旨ヲ普及シ以テ人
種改善ノ実ヲ挙グルニアリ
第 三 億 本会二左ノ三部ヲ置キ本会ノ事業ヲ分掌ス
調 査 部 本邦人二就キテ遺伝現象ノ調査ヲナス
普 及 部 講演著作及ビ図書館設置展覧会開設等ノ方法ニヨリテ優生学ノ普及発
達ヲ図ル
顧 問 部 人種改良ノ実行二間シテ種々ノ相談二応ス
第 四 億 本会ハ毎年二月十六日優生学ノ開祖ゴール トン誕生日ヲ以テ定時総会ヲ開ク
但シ右ノ時日ヲ変更シ及ビ必要二応ジテ臨時総会ヲ開クコトアルベシ
第 五 億 本会ノ趣旨ヲ賛スルモノハ何人モ会員タルコトヲ得




第 七 億 会員 (賛助会員ヲ除ク)ハ会費 トシテ年額金重囲ヲ前納スルモノトス
第 八 億 本会ハ年二回会報ヲ発行シテ之ヲ会員二頒ツ
第 九 億 会員ハ本会開催ノ講演会二出席シ本会所有ノ図書ヲ閲覧シ並二結婚縁組等二必
要ナル遺伝調査ヲ本会幹部二依頼スルコトヲ得
第 十 億 本会こ左ノ役員ヲ置ク,役員ハ会員ノ互選ニヨリ其ノ任期ハーヶ年 トス,但シ
重任スルコトヲ妨ゲズ
評 議 員 若干名












(1) 特別会員 (50名) *入会順､○印は理事
No 氏 名 学位等 所 属 / 住 所 府県別
1 金子 直- 医 学 士 東京府立第-高等女学校教諭 東 京
2 伊藤 清一 東京府立第一高等女学校教諭 東 京
3 -谷 源八郎 熊本県立高等女学校長 熊 本
4 利根川 与作 千葉県木更津中学校教頭 千 葉
5 杉江 董 警視庁医
6 太田 貞一 水 穂医学博士 東京歯科専門学校教授 東 京
7 波速 市太郎 中外印刷株式会社専務取締役 東 京
8 依田 豊 学習院教授 東 京
9 棚橋 源太郎 東京高等師範学校教授 東 京
10 竹島 茂郎 東京女子高等師範学校教授 東 京
ll 中島 半次郎 早稲田大学教授 東 京
12 三宅 錬- 医 大学助教授
13 川部 博 医 師 府下中渋谷三〇七 東 京
14 鈴木 清美 弁 護 士ドク トル 日本活動写真株式会社取締役
5 宮田 修 成女高等女学校校長
6 竹野 芳次郎 東京市赤坂区青山北町七ノー 東 京
17 三輪田 元道 文 学 士 三輪田高等女学校校長 東 京
18 泉 道雄 文 学 士 千代田高等女学校校長 東 京
19 小林 照朗 文 学 士歯 科 医 東京女子高等師範学校教授 東 京
20 山口 袈裟治 第一瑞光小学校校長 東 京
21 田村 一書 神田区錦町三ノ九
22 三田谷 啓 ドク トル医 学 士文学博理 大阪市学校衛生主事 大 阪
23 福島 四郎 婦女新聞社長 東 京
24 岸連 .福雄 東洋家政女学校校長 東 京
25 波速 英書道 広島県立病院婦人科部長 広 島
26 遠山 光二 東京市京橋区月島小学校長 東 京
27 沼田 笠峰 少女界主事 東 京
28 塚原 常之助 東京府立第二高等女学校教諭 東 京
29 坂井 俊三郎 東京府視学 東 京
30 樋口 長市 東京高等師範学校教授 東 京
31 木元 平太郎 コ ドモ社主 東 京
32 小峰 茂之 王子脳病院院長 東 京
33 高橋 敬太郎 新聞記者
4 安藤 喜一郎 実践女学校教貞
35 ○斎藤 茂三郎 市外巣鴨町宮伸二六二九 東 京大 阪
36 西川 光二郎 自働追詰主事
7 福原 義柄 大阪医科大学教授
38 田中 秀雄 台湾総督府農事試験場 台 湾
39 為藤 五郎 中学世界主事 東 京
40 世古 孝之助 府下戸塚町大字戸塚一〇四二 東 京
41 ○山内 繁雄 東京高等師範学校教授 東 京
42 ○阿部 文夫 文 学 士農 台湾農林学校教授 台 湾
43 ○市川 源三 東京府立第-高等女学校長 東 京
44 ○野原 茂六 東京農科大学 東 京
45 ○河西 駒吉 朝鮮銀行員 朝 鮮
46 大恵 尚- 東京府立第-高等女学校教諭 東 京
47 松村 季美 上田蚕糸専門学校助教授 長 野
48 前田 正次 麻布区三軒家町 東 京




No 氏 名 学位等 所 属 / 住 所 府県別
51 岡本 禰市 商 学 士 台湾銀行行員 (新嘉坂詰) 台 湾
52 市川 保 会 社 員医 師 東京本郷区丸山新町四十一 東 京
53 石川 静子 東京府立第二高等女学校教諭 東 京
4 土屋 四郎 大阪市西 江戸堀南通四ノ八 大 阪
55 上原 才一郎 光生館主早稲田文学士記 者医 師会 社 員 東京市神田区裏神保町 東 京
56 西原 和治 ｢現代教育｣記者 東 京
57 加瀬 幸之助 千葉県東葛飾郡船橋町九日市 千 葉
58 小倉 美登子 府下向島寺島村一四一 東 京
59 夏目 義順 立教高等女学校教諭 東 京
60 森 柳子 台北龍口街道四ノ一一〇 台 湾
61 奥山 常康 宮城県加美郡小野田村 宮 城
62 奥谷 文智 東京市小石川区久堅町三 東 京
63 菊池 秀助 宮城県黒川郡大松揮小学校 宮 城
64 雨宮 慎吾 東京市下谷区龍泉寺小学校 東 京
65 田中 休治郎 東京府千住町第二瑞光小学校校長 東 京
66 堀場 留吉 朝鮮厚川音邑憲兵分遣所 朝 鮮
67 丸山 熊治郎 長野県東安曇郡豊科町 長 野
68 吉本 正 和歌山県西牟婁郡上秋津 和歌 山
69 佐藤善右衛門 長野県小県郡塩尻村上塩尻 長 野
70 鶴本 丑之助 愛媛県温泉余土村 愛 媛
71 高橋 とく子 東京市本所区柳原町三ノ二〇 東 京
72 小泉 孝平 長野県小県郡中塩田村 長 野
73 高橋 荘太郎 広島県讐三郡吉舎村 広 島
74 藤森 久平 東京日本橋区浜町二ノ一四 東 京
75 上野 市蔵 静岡県田方郡錦田村山中 静 岡
76 磯野 キ ミ 横浜市吉田町二ノ四一 神奈川
77 黒洋 住太 長野県下高井都農林学校教諭 長 野
78 牧田 君代 大阪府南区天王寺筆ヶ崎五五五一 大 阪
79 中川 藤治 牛込区市 ヶ谷砂土原二ノ七
80 佐久間喜太郎 銀 行 員 東京神田区同朋町二一 (下谷六二六二) 東 京
81 山本 翌葉 酒 造 業医 師 石川県鳳至村叙地相 石 川
82 河野 新一 長崎県西彼杵郡塘浦小学校長 長 崎
83 贋池 長吉 奈良県丹波市町天理中学校 奈 良
84 湯滞 金太郎 本郷区丸山新町四一 東 京
85 吉澤 義雄 長野県北佐久郡協和村 長 野
86 村田 清一郎 長野県北佐久郡大日向村 長 野
87 大西 永次郎 岐阜県庁学務課 岐 阜
8 森 雑次郎 小石川区掃除町- 東 京
(3) 賛助会員 (4名)
NQ 氏 名 学位等 所 属 / 住 所 府県別
89 丘 浅次郎 理学博士 東京高等師範学校教授 東 京
90 鈴木 梅四郎 代 議 士 三井家理事 東 京
(出典) ｢大 日本優生会々報｣ 第 3号,39-44頁,1919年 7月
